
よもぎた

鬼は外　福は内

広 報

発行／蓬田村　編集／企画課　〒030一切| 青毋県東津軽郡蓬田村大字蓬田字汐越1の3　TEL01坤蟐2川・FAX017卵7)3255

・
自
治
会
長
、
行
政
連
絡
且
会
議

・
村
、
教
育
委
員
会
表
彰
式

・
勲
五
等
瑞
宝
章
三
名
受
章

ｌ
第
４
回
県
女
性
の
船

・
カ
メ
ラ
ア
イ

・
川
柳
北
緯
仟

・
保
健
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
紹
介
最
終
回

・
お
知
ら
せ
情
報
局

・
児
童
川
柳
ペ
ン
シ
ル

・
行
事
予
定

・
み
～

つ
け
た

こ
尸
籍
の
窓
口

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

1998 ＮＯ
。
２ ７ １

2
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ふるさとにしたい村づくりのために

平成９年度　自治会長・行政連絡員会議

自治会長・行政連絡員会議2

各
地
区
の
要
望
、
意
見
を
村
行
政
に
反
映
さ
せ
る
「
平
成
九

年
度
自
治
会
長
・
行
政
連
絡
員
合
同
会
議
」
が
、
十
二
月
十
六

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
道
路
や
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
「
Ｑ
」
は
自
治
会
か
ら
の
要
望
・
質
問
で
「
Ａ
」
は
村

か
ら
の
回
答
で
す
。

出
席
者

▼
自
治
会
長
（
代
理
出
席
を
含
む
）

・
中
　
　

沢
　
坂
本
　
昭
夫
　
・
長
　
　

科
　
坂
本
　
祐
一

・
阿
弥
陀
川
　
八
戸
　
一
郎
　
・
蓬
　
　
田
　
工
藤
　
　

弘

・
宮
　
　

本
　
清
水
　
害一
孝
　
・
郷
　
　

沢
　
福
井
　
俊
雄

・
瀬

辺

地
　
山
舘
　
誠
弘
　
・
広
　
　

瀬
　
田
中
嘉
太
郎

・
高
　
　
根
　
稲
葉
　
勝
雄

▼
行
政
連
絡
員

・
瀬
辺
地
　
　

越
田
　
久
治

▼
行
政
側

・
村
　
　
長
　
古
川
　
正
隆
　
・
村
議
会
議
長
　
津
島
　
鐵
男

・
各

課

長

Ｑ
　

藤
田
千
恵
さ
ん
宅
、
山
手

側
の
側
溝
は
悪
臭
が
ひ
ど
く
、

北
側
2
5メ
ー
ト
ル
に
蓋
を
掛

け
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

歩
行
者
の
安
全
、
環
境
衛

生
上
か
ら
も
蓋
を
設
置
し
ま

す
。

Ｑ
　
児
童
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
が

ほ
と
ん
ど
破
れ
て
お
り
、
危

険
な
の
で
早
急
に
補
修
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
　

現
場
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

金
網
フ
ェ
ン
ス
が
、
腐
食
し

て
お
り
、
植
栽
に
よ
る
生
け

垣

で
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
　

森
敏
定
さ
ん
か
ら
青
木
宗

雄
さ
ん
ま
で
の
道
路
を
拡
幅

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

現
地
の
道
路
幅
は
平
均
３
・

５

メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
・

補
償
物
件
に
ご
協
力
が
あ
れ

ば
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
　

小
学
校
運
動
場

の
東
側
と

北
側
の
側
溝
に
蓋
を
掛
け
て

ほ
し
い
。
東
側
は
木
の
葉
が

流
れ
て
下

流
が
詰
ま
る
。

Ａ
　

東
側
を
調
査
し

ま
し
た
が

側
溝
は
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
側
は
、
蓋
が
必

要

な
の
か
と
い
う
感
じ
で
す

が
今
後
さ
ら
に
調
査
し
ま
す
。

Ｑ
　

佐
井
一
衛
さ
ん
宅
前
、
森

仁
さ
ん
宅
前
の
側
溝
に
蓋
を

掛
け
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

蓋
を
設
置
し
ま
す
。

Ｑ
　

船
揚
場
近
く
の
海
砂
を
譲

り
受
け
で
き
な
い
か
。
ヤ
マ

セ
に
な
る
と
住
宅
に
飛
散
し

て
困

っ
て
い
ま
す
。

Ａ
　

建
設
省
で
使
用
す

る
の
で

譲
り
受
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

飛
散
対
策
を
建
設
省

に
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
　

①
蓬
田
八
幡
宮
に
建
て
ら

れ
た
蓬
田
城
址
の
案
内
板
の

字

が
消
え
て
い
る
の
で
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
。

②
蓬
田
城
址
を
訪
れ
る
人
も

多
く
、
道
路
の
整
備
計
画
は
。

蓬
田
自
治
会

阿
弥
陀
川
自
治
会

長
科
自
治
会

中
沢
自
治
会



一
村
営
住
宅
内
の
公
園
に

つ
い

てＱ
　

①
水
飲
場
の
水
道
を
使
え

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

②
砂
場
に
砂
を
補
充
し
て
ほ

し
い
。

③

シ
ー
ソ
ー
を
修
理
し
て
は

し
い
。

Ａ
　

①
水
道
の
蛇
口
を
取
り
付

け
ま
す
。

②
補
充
し
ま
す
。

③
座
席
の
板
を
補
修
し
ま
す
。

一
住
宅
関
係
に
つ
い
て

Ｑ
　

①
全
戸

に
あ
る
床
下
収
納

庫
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
は

し
い
。

②
４
号
棟
以
外
の
西
側
の
壁

を
直
し
て
ほ
し

い
。

③
６
号
棟
全

戸
は
、

ト
イ
レ

の
臭
い
が
部
屋

に
充
満
し
困

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
の

３
号
も
雨
が
降

る
と
便
槽
が

満
杯
に
な
る
な
ど
改
善
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

④
５
・
６
号
棟
の
街
灯
の
腐

食
が
ひ
ど
く
修
繕
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑤
住
宅
敷
地
内
の
フ
ェ
ン
ス

が
全
体
的
に
腐
食
し
て
お
り
、

今
後
の
補
修
計
画
は
。

Ａ
　

①
全
戸
を
調
査
し
て
改
善

策
を
講
じ
ま
す
。

②
９
年
度
か
ら
年
次
計
画

で

補
修
し
て
お
り
、
雨
漏
り
の

ひ
ど
い
箇
所
よ
り
全
棟
を
順

次
改
修
し
ま
す
。

③
地
盤
の
不
等
沈
下

が
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
調
査
を
依
頼

し
修
理
の
対
応
を
し
ま
す
。

ま
た
、
２
の
３
号
に
つ
い

て
は
早
急
に
調
査
の
う
え
対

処
し
ま
す
。

④
部
分
的
な
修
理
が
不
可
能

な
た
め
、
直
接
外
壁
に
設
置

Ｑ
　
瀬
辺
地
川
南
側
、
県
漁
港

区
域
内
の
側
溝
の
改
修
等
を

要
望
し
ま
す
。

Ａ
　
堤
防
背
後
の
側
溝
は
、
十

分
な
勾
配
が
取
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
土
砂
の

取
り
除
き
に
は
、
バ
キ
ュ
ー

ム
に
よ
る
吸
い
出
し
方
法
で

実
施
し
た
い
。

Ｑ
　
久
慈
義
明
さ
ん
か
ら
田
中

義
春
さ
ん
ま
で
の
国
道
側
溝

を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　

平
成
1
0年
度
の
県
単
独
事

業
と
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　

天
満
宮

に
至

る
急
傾
斜
地

事
業
（
フ
ェ
ン
ス
の
改
良
等
）

の
継
続
を
要
望
し
ま
す
。

Ａ
　

９
・
1
0年
度
の
２
ヵ
年
継

続
事
業
で
、
1
0年
度
は
参
道

の
補
修
、
転
落
防
止

フ
ェ
ン

ス
を
設
置
し
ま
す
。

Ｑ
　

民
生
会
館
前
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
停
留
所
の
改
修
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
一
部
撤
去
、
南

側
駐
車
場
出
入
口
の
側
溝
改

良
を
要
望
し
ま
す
。

Ａ
　

バ
ス
停
は
土
台
が
腐
食
し

て
お
り
、
新
築
し
た
方
が
良

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自

治
会
で
東
側
に
用
地
を
確
保

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
1
0年

度
中

に
要
望
に
添
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
県
の
施

設
で
す
の
で
、
許
可
さ
れ
し

だ
い
撤
去
し
ま
す
。

出
入
口
に
つ
い
て
は
早
速

改
修
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

Ｑ
　

山
舘
精
米
所
か
ら
北
側
の

国
道
に
側
溝
・
歩
道
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　

側
溝
の
新
設
要
望
箇
所
に

つ
い
て
は
、
用
地
・
補
償
等

の
協
力

が
得
ら
れ
れ
ば
県
と

協
議
を
し
、
要
望
し

て
い
き

ま
す
。
歩
道
の
設
置
は
、
用
地
補

償
・
家
屋
の
問
題
等
あ
り
ま

す
の
で
、
後
日
検
討
を
し

て

回
答
し
ま
す
。

Ｑ
　

瀬
辺
地
・
広
瀬
農
村
公
園

の
瀬
辺
地
側
道
路
を
拡
幅
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　

当
面
、
管
理
面
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　

瀬
辺
地
漁
港
の
今
後
の
見

通
し
は
。

Ａ
　

９
年
度
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
お
り
、
防
波
堤

5
0メ
ー
ト
ル
、
来
年
度
も
同

様
で
、
平
成
甘一
年
度
で
防
波

堤
工
４
０

メ
ー
ト
ル
が
完
成

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　

大
型
区
画
事
業
の
促
進
を

要
望
し
ま
す
。

Ａ
　

土
地
連
か
ら
事
業
概
要

の

積
算
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、

予
想
よ
り
は
る
か
に
高
額
な

た
め
、
施
工
方
法
等
に
つ
い

て
関
係
者
・
県
・
土
地
改
良

区
を
交
え
た
説
明
会
を
開
き

ま
す
。

自治会長・行政連絡員会議

宮
本
自
治
会

Ａ
　
①
案
内
板
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
書
き
替
え
を
し
ま

す
。
②
バ
イ
パ
ス
計
画
と
の
関
連

で
村
内
す
べ
て
の
農
道
整
備

を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

瀬
辺
地
自
治
会

郷
沢
自
治
会

Ｑ
　

海
岸
の
船
揚
場

の
道
路
を

舗
装
し
て
ほ
し
い
。

福
井

二

三

さ
ん
か
ら
福

井
武
さ
ん
ま
で
の
２
０
０
メ
ー

ト
ル
。
福
井

一
衛

さ
ん
か
ら
福
井

一
春
さ
ん
ま
で
の
１
３
０
メ
ー

ト
ル
ｄ

Ａ
　

両
船
揚
場
間
は
建
設
省
の

堤
防
管
理
用
道
路
で
す
の
で
、

舗
装
に
つ
い
て
は
、
建
設
省

と
協
議
を
し
、
お
願
い
し
て

ま
い
り
ま
す
。

す
る
な
ど
今
後
自
治
会
長
と

協
議
し
ま
す
。

⑤
９
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

補
修
し
て
お
り
、
４
年
間
稈

で
全
部
の
補
修
が
終
了
す
る

予
定
で
す
。
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Ｑ
　
県
内
外
の
福
祉
団
体
等
か

ら
回
覧
等
の
配
布
依
頼
が
直

接
郵
送
さ
れ
て
く
る
が
、
こ

れ
ら
の
団
体
は
公
共
性
が
あ

る
の
か
。

Ａ
　
福
祉
課
で
は
、
依
頼
し
て

い
な
い
の
で
拒
否
し
て
も
結

構
で
す
。

Ｑ
　
役
場
の
昼
食
休
憩
中
の
事

務
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
昼
食
休
憩
中
に
つ
い
て
も

来
客
者
へ
対
応
で
き
る
よ
う

に
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
村
内
で
は
交
通
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、
道
幅
の
狭
く

な
る
冬
期
間
に
な
ぜ
国
道
の

工
事
を
す
る
の
か
。

Ａ
　
現
場
は
強
い
雨
が
降
る
と

国
道
路
面
に
た
ま
り
、
歩
行

者
等
通
行
の
安
全
に
支
障
を

来
す
た
め
県
に
側
溝
改
良
を

要
望
し
た
も
の
で
、
１
月
中

に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
の

で
、
な
に
ぶ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
主
伐
期
に
達
し
た
部
分
林

の
土
地
を
自
治
会
で
継
続
利

用
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
い
っ
た
ん
は
返
還
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
再
度
、
部

Ｑ
　

消
防
セ
ン
タ
ー
前
の
橋
を

大
型
車
が
通
行
で
き
る
よ
う

拡
幅
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

橋
の
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル

で
大
型
車
の
通
行
に
は
若
干

支
障
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

拡
幅
に
つ
い
て
は
、
橋
の
構

造
条
件

が
あ
り
、
設
計
上
可

能
か
調
査
し
て
回
答
し
ま
す
。

Ｑ
　

広
瀬

・
高

根
間

の
通

称

「
山
崎
」

の
Ｓ

カ

ー
ブ
は
、

冬
期
間
、
凍
結
路
と
な
り
危

険
な
の
で
改
良
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

事
故
多
発
箇
所
で
懸
念
し

て
お
り
、
山
側
を
切

り
開
く

か
、
水
田
に
盛
土
す
る
か
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
地
権
者
の

用
地
協
力
次
第
で
考
慮
し

ま

す
。

Ｑ
　

広
瀬
・
高
根
橋
か
ら
国
道

ま
で
の
道
路
舗
装
の
改
善
を

Ｑ
　
自
治
会
の
焼
却
場
で
ゴ
ミ

の
野
焼
き
を
実
施
し
て
い
る

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
対
応
は
。

Ａ
　
法
律
に
よ
り
ゴ
ミ
は
正
規

の
施
設
で
な
け
れ
ば
焼
却
で

き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
各
自
治

会
の
焼
却
場
は
、
５
月
末
ま

で
に
処
分
を
し
て
廃
止
す
る

こ
と
で
周
知
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。
焼
却
場
整
備
費
と
し

て
、
平
成
1
0年
度
に
限
り
、

１
地
区
1
5万
円
を
限
度
と
し

て
交
付
し
ま
す
。

Ｑ
　
Ｃ
Ｃ
Ｚ
事
業
の
今
後
の
整

備
計
画
は
。

Ａ
　
建
設
省
の
離
岸
堤
は
、
平

成
1
0年
６
月
末
ま
で
に
南
側

残
り
工
０
０
メ
ー
ト
ル
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
海
水
浴
場
ト
イ
レ

南
側
に
物
産
館
と
海
象
観
測

所
等
を
一
体
で
建
て
る
た
め

建
設
省
と
協
議
を
し
て
お
り

ま
す
。
老
人
憩
の
家
の
場
所
は
、

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
が

完
成
す

る
と
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
整
備
す

る
計
画
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
古
城
の
沼
北

側
の
杉
林
は
、
木
・
花
を
植

栽
し
散
策
で
き
る
自
然
公
園

と
し
て
、
野
球
場
北
側
は
多

目
的
運
動
場
と
し
て
整
備
を

す

る
計
画

で
す
。

Ｑ
　

農
免
農
道
整
備
事
業
、
国

道
２
８
０
号
線
蓬
田

バ
イ
パ

ス
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
。

Ａ
　

農
免
農
道
事
業
は
、
当
初

1
0年
度
完
成
予
定
で
し
た
が

国
・
県
の
予
算
上
、
且
年
度

に
ず
れ
込
む
見
通
し

で
す
。

蓬
田

バ
イ

パ
ス
の
進
捗
状

況
は
、
内
真
部
か
ら
よ
も
ぎ

温
泉
ま
で
の
区
間
1
0牛
ロ
メ
ー

ト
ル
を
実
施
中
で
平
成
８
・

９
年
度
で
用
地
買
収
を
し
て

お
り
ま
す
。

工
事
は
、
内
真
部
方
面
か

ら
道
路
改
良
工
事
、
新
内
真

部
橋
の
整
備
を
し
て
お
り
ま

す
。
1
0年
度
に
は
、
蓬
田
工

区

か
ら
も
工
事
に
着
手
す
る

予
定
で
、
完
成
は
1
7年
度
の

予
定
で
す
。

高稍 俑 秕 「山崎 ，の カ ー プ瀬辺地漁港阿弥陀川拡幅要望箇所

自治会長・行政連絡員会議 ぶ

広

瀬

自

治

会

高
根
自
治
会

分
林
を
設
定
す
れ
ば
認
め
ら

れ
る
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
滝
沢
川
河
口
の
海
没
地
は

実
測
測
量
を
し
境
界
の
確
認

が
行
わ
れ
た
の
で
、
1
0年
度

国
調
で
確
認
し
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
　
登
記
所
と
協
議
し
て
、
な

る
べ
く
早
い
機
会
に
な
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

要
望
し
ま
す
。

Ａ
　
９
年
度
と
1
0年
度
で
区
間

ご
と
に
全
面
舗
装
を
す
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

連
合
自
治
会
共
通
要
望



受賞おめでとう

平成 ９年度村および村教育委員会表彰式

村表彰受賞者

一
月
十
九
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
村
お

よ
び
村
教
育
委
員
会
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
村
功
労
者
表
彰

に

は
、
永
年
、
地
方
自
治
・
産
業

の
振
興
に
貢
献
の
あ
っ
た
六
名
。

ま
た
、
村
教
育
委
員
会
表
彰

に

は
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た

九
名
、
六
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め

関
係
者
が
出
席
し
、
お
祝
い
し

ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
へ
敦
弥
咯
Ｊ

教育委員会表彰受賞者

▼
故
八
戸
良
次
郎
（
阿
弥
陀
川
）

・
1
0年
余
に
わ
た
り
、
村
長
と

し

て
村
政
の
発
展
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
貢
献
。

▼
小
畑
　

清
實
　
　
（
広
　

瀬
）

・
９
年
余
に
わ
た
り
、
村
収
入

役
と
し
て
村
政
の
発
展
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

▼
工
藤
　

俊
久
　
　
（
中
　

沢
）

・
永
年
に
わ
た
り
、
村
納
税
貯

蓄
組
合
長
、
村
消
防
団
分
団
長

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
貢

献
。
▼
柿
崎
　

政
雄
　
　
（
広
　

瀬
）

・
永
年
に
わ
た
り
、
村
納
税
貯

蓄
組
合
長
、
村
消
防
団
分
団
長

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
貢

献
。
▼
田
中
　

定
利
　
　
（
青
森
市
）

・
誘
致
企
業
蓬
田
紳
装
創
立
と

と
も
に
入
社
、
工
場
長
、
専
務

取
締
役
と
し
て
村
産
業
振
興
に

貢
献
。

▼
小
松
　
　

宗
　
　
（
蓬
　

田
）

・
永
年
に
わ
た
り
、
村
商
工
会

副
会
長
、
建
築
組
合
役
員
と
し

て
村
蜊
工
業
限
興
に
貢
献
。

▼
藤
本
は
つ
ゑ
　
　
（
長
　

科
）

・
永
年
に
わ
た
り
、
茶
道
の
普

及
奨
励
に
努
め
、
村
の
芸
術
文

化
発
展

に
貢
献
。

▼
工
藤
　

俊
久
　
　
（
中
　

沢
）

・
永
年

に
わ
た
り
、
川
柳
の
普

及
奨
励
に
努
め
、
村

の
芸
術
文

化
発
展

に
貢
献
。
ま
た
、
東
奥

日
報
の
世
相
川
柳
に
、
6
0句
以

上
入
選
。

▼
坂
本
　

孝
則
　
（
阿
弥
陀
川
）

・
世
界
ア
マ
囲
碁
全
国
大
会
に

青
森
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場

し
健
闘
。

▼
坂
本
　

恭
一
　
　
（
長
　

科
）

・
第
7
9回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
会
に
県
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
健
闘
。

▼
中
沢
子
ど
も
会

・
第
５
回
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー

ム
大
会
、
牛

ヤ
ッ
チ
ン
グ
ザ
ス

テ
ッ
ク
、

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン

グ
1
0の
部
で
第
３
位
。

▼
長
科
子
ど
も
会

・
第
５
回
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー

ム
大
会
、
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
プ
、

パ
ス
ア
ン
ド
ゴ
ー
の
部
で
優
勝
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス
ラ
リ

ー
の
部

で
第
２
位
。
リ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ

の
部
で
第
３
位
。

▼
蓬
田
子

ど
も
会

・
第
５
回
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー

ム
大
会
、
バ
ー
ジ
ャ
ン
グ
の
部

で
第
２
位
。

▼
郷
沢
子

ど
も
会

・
第
５
回
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー

ム
大
会
、

エ
ン
ジ
ョ
イ

パ
ス
ラ

リ

ー
の
部
で
優
勝
。

パ
ス
ア
ン

ド
ゴ
ー
の
部
で
第
３
位
。

▼
瀬
辺
地
子
ど
も
会

・
第
５
回
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ
ー

ム
大
会
、

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン

グ
1
0の
部
で
第
２
位
。

▼
村
体
育
協
会
男
子
陸
上
部

・
第
5
2回
県
民
体
育
大
会
、
陸

上
男
子
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
第
３

位
。

村・教育委員会表彰式

ございます

村
　

表
　

彰

「
功

労

者

表

彰

」

5

「
善

行

者

表

彰

」

▼
山
谷
　

き
そ
　
（
阿
弥
陀
川
）

・
多
年
に
わ
た
り
、
み
ど
り
の

お
ば
さ
ん
と
し
て
小
学
校
児
童
、

住
民
の
安
全
確
保
に
尽
力
。

「
芸

術

文

化

奨

励

賞

」

村
教
育
委
員
会
表
彰

【
芸
術
文
化
賞
】

▼
八
戸
ゆ
か
り
　
（
阿
弥
陀
川
）

・
平
成
９
年
韓
国
観
光
公
社
主

催
の
韓
国
修
学
旅
行
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
。

「
ス

ポ

ー

ツ

賞

」

▼
久
慈
　

優
子
　
　
（
広
　

瀬
）

・
第
5
2回
県
民
体
育
大
会
、
陸

上
女
子
砲
丸
投
げ
第
２
位
。

▼
舘
田
美
由
紀
　
　
（
青
森
市
）

・
第
5
2回
県
民
体
育
大
会
、
陸

上
女
子
走
り
幅
跳
び
第
２
位
、

工
０
０
ｍ

第
３
位
。

▼
坂
本
　

昌
彦
　
　
（
中
　

沢
）

・
第
7
6回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

大
会
に
県
代
表
選
手
と
し
て
出

場
し
健
闘
。



広報よもぎた

山
谷
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
、
村
議
会
議

員
に
初
当
選
。
以
来
六
期
二
十
四
年
間
に
わ
た
り
、

村
の
観
光
開
発
と
村
民
の
健
康
増
進
施
設
の
建
設
を

目
的
と
し
た
玉
松
地
域
開
発
事
業
に
尽
力
す
る
な
ど

地
方
自
治
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
受
章
。

十
二
月
二
十
三
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
平
成
九
年
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
山
谷

武
夫
さ
ん
（
七
十
七
歳
、
阿
弥
陀
川
）
、
山
本
兼
光
さ
ん
（
七
十

一
歳
、
蓬
田
）
、
福
井
一
衛
さ
ん
（
七
十
一
歳
、
郷
沢
）
の
三
名

を
祝
う
会
が
開
か
れ
、
約
二
百
人
が
お
祝
い
し
ま
し
た
。

勲五等瑞宝章受章6

長
年
の
功
績
に
栄
誉

勲
五
等
瑞
宝
章

三
名
受
章

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
、
村
農
業
委

員
に
初
当
選
。
以
来
（
十
期
二
十
八
年
間
）
現
職
占

し
て
、
水
稲
の
生
産
安
定
と
品
質
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
葉
タ
バ
コ
・
肉
用
牛
な
ど
新
た
な
作
目
夲

導
入
し
、
複
合
化
を
推
進
す
る
な
ど
農
業
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
。

福
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
七

年
三
月
ま
で
二
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
村
漁
業
協
同

組
合
長
と
し
て
、
地
域
漁
民
の
経
営
発
展
を
図
る
た

め
、
投
石
事
業
を
導
入
す
る
な
ど
漁
場
の
造
成
に
尽

力
。
ま
た
、
ほ
た
て
貝
の
健
苗
育
成
・
漁
場
の
区
画

整
備
な
ど
陸
奥
湾
ほ
た
て
養
殖
の
振
興
に
大
き
く
言

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
。



九
月
十
二
日
「
女
性
の
船
」

出
航
の
日
。
出
発
地
で
あ
る
堤

ふ
頭
に
接
岸
し
て
い
る
豪
華
客

船
「
ふ
じ
丸
」
を
目
の
前
に
し

私
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
二

泊

三
日
の
船
旅
に
、
村
の
代
表
と

し
て
参
加
す

る
と
い
う
一
抹
の

不
安
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
抱

き
な
が
ら
乗
船
し
ま
し
た
。

午
後
二
時
、
乗
船
受
付
。
そ

の
後
、
団
長
で
あ
る
木
村
知
事

に
よ
る
出
航
式
。
来
賓
の
方
々

か
ら
も
多
く
の
ご
祝
辞
を
頂
き
、

午
後
四
時
、
総
勢
二
百
六
十
四

名
を
乗
せ
た
船
は
、
見
送
り
の

方
々
の
テ
ー
プ
で
鮮
や
か
に
彩

ら
れ
な
が
ら
、
一
路
東
京
へ
と

出
航
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
晩

は
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
参

加
し
た
皆
さ
ん
の
装
い
の
見
事

な
こ
と
。
次
か
ら
次
へ
と
出
て

く
る
デ
ィ
ナ
ー
も
、
少
し
ば
か

り
緊
張
し
な
が
ら
も
、
と
て
も

お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

翌
朝
、
目

が
覚
め
る
と
船
の

揺
れ
を
感
じ
て
船
酔
い
し
て
し

ま
い
、
午
前
中
は
ダ
ウ
ン
し

て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
午
後
は
頑

張
っ
て
洋
上

ト
ー
ク
分
散
会

に

参
加
、
数
あ
る
テ
ー
マ
の
中
か

ら
私
は
「
地
域
づ
く
り
に
女
性

の
視
点
を
」
を
選
び
、
地
域

づ

く
り
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

私
た
ち
女
性
は
何
を
す
れ
ば
良

い
か
と
言
う
事
で
各
地
域
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
ま
し

た
。
う

ま
く
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る

所
も
あ
れ
ば
努
力
を
し
て
い
る

の
に
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
所
も
あ
り
、
ど
こ
の
市

町
村
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
結
果
、

何

に
対
し
て
も
「
仕
掛
け
人
」

「
助
っ
人
」

に
な
ろ
う
と
い
う

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
皆
で

デ
ッ
キ
に
出

て
木
村
知
事
と
記
念
撮
影
な
ど

し
ま
し
た
が
、
ま
た
船
酔
い
が

し
て
き
て
、
次
に
行
わ
れ
た
洋

上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
各
地
域
ご
と
に
七
分
間

催
し
物
を
す
る
と
い
う
企
画
で

わ
が
東
郡
も
二
回
ほ
ど
、
み
ん

な
で
青
森
に
集
ま
り
練
習
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
す
ご

く
残
念
で
し
た
。
ち
な
み
に
わ

が
東
郡
が
優
勝
し
ま
し
た
。

十
四
日
、
二
泊
三
日
の
船
旅

も
と
う
と
う
最
終
日
。
こ
の
日

は
前
日
と
違
っ
て
波
も
と
て
も

穏
や
か
で
、
ま
っ
た
く
揺
れ
も

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝

食
も
と
て
も
お
い
し
く
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
日
は
木
村
知
事
の

団
長
講
座
か
お
り
、
女
性
の
躍

進
、
福
祉
問
題
、
夫
婦
や
家
族

に
つ
い
て
な
ど
興
味
深
い
お
話

を
と
て
も
気
さ
く
に
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
時
々
は
知
事

の
お
話
を
思
い
出
し
、
女
性
と

し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
後
は
前
日
の
洋
上
ト
ー

ク
を
全
体
で
発
表
し
合
い
、
み

ん
な
と
て
も
立
派
な
発
表
を
し

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
解
散
式

を
行
い
、
午
後
二
時
、
船
は
晴

海
ふ
頭
に
接
岸
し
、
皆
さ
ん
と

ま
た
の
再
会
を
約
束
し
、
船
を

降
り
ま
し
た
。

女
性
の
船
に
乗
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
地
域
の
方
々
と
友
達
に
も

な
れ
、
ま
た
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
聞
き
多
く
の
こ
と

後列左端が藤村さん

を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
三
日
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
回
学

び
得

た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
は
村

の
た

め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
女
性
の
船

に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第４回県女性の船7

す
ば
ら
し
い
三
日
間

藤
村
柳
子
さ
ん
（
長
科
｝

第
四
回
青
森
県
女
性
の
船



広報よもぎた

カメラ ア　イ

県チャレンジ・ザ・ゲーム大会

目13日、青森市の県総合運動公園体育館で、県チャレ

ンジ・ザ・ゲーム公認記録大会が開かれました。

大会には、村の予選を勝ち抜いた子ども会から６チー

ム（95人）が参加し、グループのチームワークを競う８
種目のゲームに挑戦し、４種目で優勝するなど多数入賞

しました。

記録は次のとおりです。

●・エンジョイ・パスラリー
①蓬田子ども会B  (18回）②蓬田子ども会A  (16回）

③長科子ども会A  1 (11回）

●・パスアンドゴー
①蓬田子ども会B  (16回）③蓬田子ども会Ａ（9回）

●・リング・キャッチ

①蓬田子ども会Ａ（6回）③長科子ども会A  1 (4回）

黔ロープ・ジャンピング10
①蓬田子ども会A  (75回）

黔サークル・ジャンプ
②長科子ども会A  1 (269回）③蓬田子ども会A  (93回）

書 き 初 め 大 会

12

大会が開かれました。
大会には幼児から大人まで26人が参加し、墨

の香りが漂うなか、年の初めを飾る作品に仕上

げようと、画仙紙いっぱいに力強い筆の走りを

見せていました。

上位入嘗者は次のとおりです。（敬称略）

１
月６日、中央公民館で新春恒例の書き初め

●・金　 賞

･･・銀　 賞

小松　千峰（幼　　児） 小松　由佳（小学１年）

大宮　哲也（小学２年） 福士　雄大（･･ ３年）

山本　陽子（･･ ４年） 高松未由樹（･･ ５年）

坂本　香織（ ・･ ６年） 清水牛クエ（一　　般）

三上　元隆（幼　　児） 高木　麻希（小学１年）

工藤　　敦（小学２年） 大宮　由子（ ・･３年）

大宮亜由美（ ・･ ４年） 高田　美郷（･･ ５年）

山本　博国（･･ ６年） 山本　兼光（一　　般）

カメラアイ 8



一

ひ
と
つ
ず
つ
　
願
い
が
叶
っ
て
　
あ
の
世
行
き
　

咲
　
孑

一

お
袋
の
　
長
寿
を
願
う
　

赤
頭
巾
　
　
　
　
　
　

酔
　

音

・

願
わ
く
ば
　

二
十
歳
の
春
に
　

戻
り
た
い
　
　
　

富
　

栄

一
年
金
で
　

幸
福
願
う
　

歳
に
な
る
　
　
　
　
　
　

森
　

睥

一

願
い
こ
め
　

送
っ
て
や
っ
て
も
　

退
学
す
　
　
　

和
　

徳

・

子
に
嫁
を
　

心
の
晴
れ
ぬ
　

日
が
つ
ヾ
く
　
　
　

正
　

一

一

病
床
の
　

娘
の
快
気
　

願
う
父
　
　
　
　
　
　
　

千
恵
子

一

百
円
で
　

い
く
っ
も
願
う
　
宮
参
り
　
　
　
　
　

絹
　

枝

最
近
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

凝
っ
て
い
る
。

と
て
も
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ

で
は
あ
る
が
、
腰
へ
の
負
担

が
大
き
い
。

無
理
は
禁
物
だ
。

9

ふるさと総合センター地鎮祭

の地踉祭が、郷泯地区の建設地で行われ、古

川正隆村長はじめ関係者30人が出席して、工

事の安全を祈願しました。

工事は、平成]｡0年LL月完成を目指し、 よも

ぎ温泉の北東側に建設されます。

なお、通称温泉通りを工事車両等が通行し、

住民の皆様にご不便をおかけすることと思い

ますが、ご協力をお願いします。

少年スキー教室

晉のため釆村している仕秀峰さんが、 柯内の王婦

を対象に、中国の家庭料理講習会を開き、 交流を

深めました。

この日作った料理は、水ギョーザ・包ギョーザ・

チンチャオロウスーなど５品で、任さんが材料を

刻んで混ぜ合わせながら片言の日本語で説明し、

時々覚えた方言を交え和やかな雰囲気で進められ、

参加した25人は、調理方法を熱心にメモしていま

した。

試食会では、任さんを囲んでおいしい料理を食

べながら、今までと一味違う味付けのポイントや

中国との生活の違いなどを質問、情報交換をしま

した。

に親しみ、 冬場 の体力 づくりとスキー

技術の向上を目的に、１月８・９日の２

日間、村簡易スキー場で少年スキー教室

が開かれました。

あいにく気温が低く、吹雪となる天候

でしたが、スキーを履いて歩くのがやっ

との初心者から大人顔負けの滑りをする

子どもまで57人が、講師陣から丁寧な指

導を受けていました。

任さんの料理講習会

カメラアイノ川柳北緯41°

月14 日、 中央 公民 館で、 中国 か ら縫製 技術 研
１

雪

月22日、ふるさと総合センター新築工事
１



たぎもよ報広

1
2月
2
0日
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
村
内
の
男
性
廿
］人
が
食

生
活
改
善
推
進
員
の
人

だ
ち
と

一
緒
に
、
「
男

の
料
理
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

脳
卒
中

の
多
い
村
を
返
上
し

よ
う
と
、
長
年
食
生
活
改
善
運

動
を
行
い
、
少
し
ず
つ
脳
卒
中

に
な
る
方
も
減
り
効
果
が
出
て

き
て
は
い
る
も
の
の
、
家
庭
で

の
男
性
の
協
力
不
足
が
問
題
に

あ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、

じ
か
に
お
父
さ
ん
方
が
集
ま
り

料
理
教
室
を
開
き
た
い
と
の
願

い
が
か
な
い
今
回
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
お

父
さ
ん
方
の
健
康
を
守
る
た
め
、

実
際
に
作
り
食

べ
て
み
て
自
分

の
食
生
活
を
振
り
返

っ
て
ほ
し

い
」
と
食
生
活
改
善
推
進
員
会

ぼまれもち″に挑戦、玉ねぎが目にしみる…

長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
早
速
、

調
理
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
慣

れ
た
手

つ
き
で
包
丁
さ
ば
き
を

み
せ

る
人
、
ぎ
こ
ち
な
さ
が
み

え
る
人
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

こ
の
日
お
父
さ
ん
の
一
人
と
し

て
古
川
村
長
も
参
加
、
会
話
が

弾
み
に
ぎ
や
か
に
進
み
ま
し
た
。

普
段
三
度
の
食
事
は
妻
任
せ

で
台
所
に
立

つ
事
は
あ
ま
り
な

い
お
父
さ
ん
た
ち
も
、
今
回
は

休
む
暇
な
く
流
し
台
に
立
ち
っ

ぱ
な
し
、
ま
る
で
何
か
の
作
業

を
黙
々
と
こ
な
す
か
の
ご
と
く

一
生
懸
命
に
調
理
し
て
い
ま
す
。

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
薄
味
で
お

い
し
く
出
来
上

が
り
ま
し

た
。

アジの下ごしらえ中、なかなかの手さばきです。

こ
れ
く
ら
い
の
味
つ
け
な
ら
食

づ
り
れ
る
と
の
話
も
出
た
ほ
ど

で
す
。

・
大
儀
だ
っ
た
が
来
て
み
て
よ

か
っ
た
。

・
妻
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
。

・
来
年
も
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
メ
ニ
ュ
ー
３
品
を
食
べ
て
み

て
や
っ
と
料
理
を
作
っ
た
感
じ

で
あ
る
。
自
分
も
少
し
は
作
っ

て
み
よ
う
と
思
う
。

・
自
宅
で
は
ほ
と
ん
ど
や
る
こ

と
は
な
い
が
、
皆
で
や
る
と
明

る
く
楽
し
く
と
て
も
よ
い
。

全員で記念撮影、来年またやりましょう。

保健コーナーノ10

ヘルシーメニューを食卓に！

男の料理教室開催
＝食生活改善推進員中央学習会＝

▼
さ
て
実
際
は
？

健
康
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
は

①
ア
ジ
の
香
味
ソ
ー
ス
か
け

（
高
脂
血
症
予
防
に
よ
い
）

②
は
ま
れ
も
ち
汁

（
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
）

③
こ
ま
つ
菜
の
ゴ
マ
あ
え

（
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
に
よ

い
）

以
上
の
３
点

で
す
。

▼
メ
ニ
ュ
ー
は
３
品
！

▼
終
っ
て
み
て
の
感
想
は



お
年
寄
り
の
た
め
の

こ
の
シ
リ
ー
ズ
最
後
は
、
蓬
田
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
、
高
齢
者
関
係
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

寝

た

き

り

老

人

等

介
護
用

品
支

給

事
業

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
を

対
象
に
紙
オ
ム
ツ
を
支
給
し
ま

す
。申
し
込
み
は
村
社
会
福
祉
協

議
会
か
、
各
地
区
の
民
生
委
員

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
受
け
付

け
し
ま
す
。
相
談
か
お
り
し
だ

い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
訪
問

し
、
ど
の
よ
う
な
紙
オ
ム
ツ
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
確
認
し
、

在
宅
介
護
に
つ
い
て
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。

毎
年
二
十
人
ほ
ど
の
利
用
者

が
い
ま
す
。
支
給
は
年
六
回
で
、

一
人
当

た
り
年
間
三
万
円
程
度

の
紙
オ
ム
ツ
が
支
給
に
な
り
ま

す
。

一人暮らし老人昼食会では、ヘルパーが作った

手づくりの紙芝居を上演して喜ばれています。
読み手は参加メンバーの田中勇三さん

一

人

暮

ら

し

老

人

食
事
サ

ー
ビ
ス

事
業

七
十
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し

の
方
を
対
象
に
、
年
十
回
程
度
、

会
食
型
の
昼
食
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し

の
方

の
孤
独
感

解
消
と
交
流
の
場
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
９

食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力

で
、
年
一
回
は
家
庭
へ
直
接
夕

食
を
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す

が
、
週
何
回
か

定
期
的
に
食
事
を
配
達
す
る
本

格
的
な
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
ど
れ

だ
け
の
需
要

が
あ
る
の
か
、
今

後
調
査
の
う
え
検
討
が
必
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人

暮
ら
し
老
人
・
寝
た
き
り

老

人

友

愛

訪

問

事

業

在
宅
の
七
十
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
と
寝
た
き
り
の
方

を
対
象
に
、
月
二
回
民
生
委
員

が
乳
酸
飲
料
を
持
参
し
て
訪
問

し
ま
す
。

訪
問

に
あ
わ
せ
て
安
否

の
確

認
や
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
、
生
活
上

の
悩
み
等
に
つ

い
て
も
相
談
に
乗
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者
は
平
均
五
十
人

で
、

一
人
当
た
り
年
間
二
十
四
回
訪

問
し
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
二

人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
と
っ
て
、

隣
近
所

の
方
の
『
ど
う
し
て
る
、

元
気
か
』
『
困
っ
た
こ
と
な
い
？
』

と
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た

ぶ
尸

か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”
も
大
事

な
支
え
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
声
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
や
二
人
暮
ら
し
、

寝
た
き
り
の
方
を
対
象
に
福
祉

安
心
電
話
（
緊
急
通
報
装
置
）

を
設
置
し
、
急
病
や
火
災
等
の

緊
急
時
に
備
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
ボ
タ
ン
を
押
す
と
日
中

は
村
社
会
福
祉
協
議
会

が
出

て

応
対
し
ま
す
。
夜
間
は
青
森
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
な
が
り
、

二
十
四
時
間

の
見
守
り
体
制
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
、
具
合
が
悪
く
な
り
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
県
社
会
福
祉

協
議
会

で
は
、
あ
ら
か
じ
め
登

録

さ
れ
て
い
る
本
人
の
近
く
に

住
む
協
力
員
に
連
絡
し
駆
け
付

け
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
救
急

車
の
要
請
等
を
行
い
ま
す
。

村
内
の
設
置
台
数
は
平
成
九

年
度
末
で
五
〇
台
に
な
り
ま
す
。

協
力
員
と
し
て
九
十
九
人
の
方

が
こ
の
事
業
を
支
援
し
て
い
ま

す
。老

後

を

楽

し

く

生

き

が

い

づ

く

り

高
齢
者
の
健
康
保
持
を
目
指

し
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
交
流
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

小
学
校
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い

教
室
で
は
、
昔
の
遊
び
の
紹
介

や
お
団
子

づ
く
り
を
一
緒
に
行

い
、
高
齢
者
の
生
活

の
知
恵
を

伝
達
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

育
園
児
と
の
交
流
で
は
、
園
の

行
事
に
一
人
暮
ら
し

の
方
を
招

き
交
流
が
闖
ら
れ
て
い
ま
す
。

福祉サービス紹介　最終回

福

祉

安

心

電

話

安
否

確

認
サ

ー

ビ
ス

福
祉
サ
ー
ビ
ス
紹
介

最終回

11



広報よもぎた

蓬
田
村
奨
学
生
募
集

村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
者

村
に
居
住
す
る
方
の
子
弟
で

大
学
、
短
大
、
各
種
専
門
学
校
、

農
林
漁
業
技
能
養
成
機
関
及
び

高
専
後
期
２
年
に
在
学
す
る
者
。

（
何
学
年
か
ら
で
も
可
能
）

▼
募
集
期
間

平
成
1
0年
３
月
2
5日
ま
で

▼
貸
付
額

在
学
期
間
中
、
月
額
２
万
円

を
貸
与
し
ま
す
。

（
支
給
月
は
、
４
月
と
1
0月
の

年
２
回
。
各
６
ヵ
月
分
支
給
）

▼
利
率
無
利
子
で
す
。

▼
返
済
期
間

卒
業
後
工
年
間
据
え
置
き
。

在
学
期
間
の
２
倍
ま
で
の
年

数
内

に
、
年
賦
ま
た
は
半
年
賦

で
返
済
す
る
。

［
お
問
い
合
せ
先
］

蓬
田
村
教
育
委
員
会
　

学
務
課

（
中
央
公
民
館
内
）

霆
　
3
1－

Ｑ
リｎ
乙
０
０

抒

疋
吽

丑
と

肘
。抑

が

作

じ

て

き

ま

し

た

。

平

成

９

年

工

月

か

ら
1
2
月

ま

で

の

間

に
納

め

ら

れ

た

保

険

料

は

、
「

社

会

保

険

料

控

除

」

と

し

て

全

額

所

得

か

ら

差

し

引

か

れ

ま

す

。

申

告

で

き

る

の

は

、

平

成

９

年

分

の

保

険

料

だ

け

で

な

く

、

過

去

に

未

納

に

な

っ

て

い

た

分

の

保

険

料

も

含

め

て

、

平

成

９

年

中

に
納

め

た

全
部

の
額

で

す
。

世

帯

主

の

保

険

料

だ

け

で

な

く

、

家

族

の

分

と

し

て

納

め

た

保

険

料

も

控

除

の

対

象

に

な

り

ま

す

の

で

、

忘

れ

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

●

平

成

９

年

の

保

険

料

額

▼

定

額

保

険

料

・

１

口Ｈ
］～
ｑ
‥ｙ
口‥［一
］

月

額
　
　

１

２

、

３

０

０

円

・

４

月

～
1
2
月

月

額
　
　

１

２

、

８

０

０

円

▼

付

加

保

険

料

月

額
　
　
　
　
　

４

０

０

円

【
お

問

い

合

せ

先

】

蓬

田

村

役

場
　

住

民

課

霆

（

内

線
　

２

３

６

）

お知らせ

こ
の
制
度
は
、
年
金
積
立
金

を
原
資
と
し
た
加
入
者
へ
の
還

元
融
資
事
業
と
し
て
、
厚
生
年

金
保
険
お
よ
び
国
民
年
金
に
1
0

年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
へ
、

子
ど
も
さ
ん
の
入
学
時
や
在
学

中
の
教
育
費
を
低
利

で
貸
し
付

け
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
国
民
金
融
公
庫
等
の

一
般
教
育
ロ
ー
ン
と
の
併
用
も

で
き
ま
す
。

▼
融
資
額

学
生
工
人
に
つ
き
（
高
校
・

専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
生
等
・

受
験
予
定
者
含
む
）

○
厚
生
年
金
保
険
加
人
中

の
方

１
０
０
万
円
以
内

○
国
民
年
金
加
人
中
の
方

5
0万
円
以
内

▼
利
率
年
２
・
５
％

（
平
成
９
年
且
月
現
在
）

▼
返
済
期
間

８
年
以
内
（
在
学
中
は
最
長

４
年
の
据
え
置
き
も
で
き
ま
す
）

▼
保
証
人

工
人
（
保
証
人

が
無
い
場
合

は
、
保
証
基
金
に
加
入
）

▼
手
数
料

送
金
時
の
振
込
手
数
料
・
保

証
基
金
利
用
の
場
合
、
保
証
保

険
料
・
契
約
書
の
印
紙
代
が
か

か
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

肋
青
森
県
厚
生
年
金

勤
労
者
住
宅
協
会

霆
0
1
7
7
1
7
3－
2
0
7
7

・
坂
本
米
作
さ
ん
（
長
　

科
）

か
ら
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

三
万
円
。

・
山
谷
武
夫
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）

山
本
兼
光
さ
ん
（
蓬
　

田
）

福
井
一
衛
さ
ん
（
郷
　

沢
）

か
ら
村
修
学
奨
励
基
金
に
三

十
万
円
。

・
叙
勲
を
祝
う
会
か
ら
村
修
学

奨
励
基
金
に
六
万
二
千
円
。

・
八
戸
良
幸
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）

か
ら
村
修
学
奨
励
基
金
に
百

万
円
。

お知らせ情報局ｙ12

国
民
年
金
保
険
料
は

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
で
す

情
報
局

あ
た
た
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
か
そ
う
年
金

教
育
資
金
貸
し
付
け



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

●
佳
作
　

に
ら
め

っ
こ
お
も
し
ろ
い
顔
で
き
る
か
な
　
　
　
４
年
　

加
藤
　

祐
美

お
と
し
だ
ま
い

っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
い
い
え
が
お

６
年
　

工
藤
　

和
磨

ぼ
く
の
か
お
か
み
が
そ
ろ
っ
て
か
っ
こ
い
い
　
　
４
年
　

坂
本
　

大
志

人
の
顔
笑
顔
の
時
が
最
高
だ
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　

坂
本
　

香
織

に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
口
に
蚊
が
は
い
る
　
　
　
　

６
年
　

芳
賀
　
　

峻

友
だ
ち
の
顔
と
自
分
と
く
ら

べ
た
よ
　
　
　
　
　

４
年
　

村
上
　

利
之

お
か
あ
さ
ん
わ
ら
う
と
し

わ
が
ふ

え
ち

ゃ
う
よ

６
年
　

木
村
　

和
泉

か
っ
こ
い
い
か
お
に
な
り
た
い
ボ
ク
の
か
お
　
　
４
年
　

青
木
　

香
織

母

の
顔
こ
ろ
こ
ろ
か
わ
る
へ
ん
だ
な
あ
　
　
　
　

４
年
　

木
村
亜
友
美

こ
の
よ
に
は
自
分

と
に
て
る
か
お
が
あ
る
　
　
　
６
年
　

八
戸
　

祐
人

世
界

に
は
い
ろ
い
ろ
な
顔

わ
ら
っ
て
る
　
　
　
　

６
年
　

坂
本
　

絵
里

け
ん
か
し

て
か
お
と
い
っ
し

ょ
に
な
か
な
お
り

３
年
　

武
井
　

優
奈

へ
ん
な
顔
お
も
し

ろ
い
顔
ふ

く
わ
ら
い
　
　
　
　

４
年
　

今
　
　

惰
平

い
ろ
ん
な
顔
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
わ
ら
い
顔
　

６
年
　

山
舘
　

理
世

あ
か
ち
ゃ
ん
の
て
ん
し

の
よ
う
な
顔

で
す

ね
　
　
４
年
　

細
谷
　

陽
子

●
五
客
　

ぜ
ん
こ
う
の
み
ん
な
の
か
お
は
わ
ら
っ
て
る
　

２
年
　

今
　
　

夏
希

（

ン
サ

ム
を
一
度
見

た
ら
ひ
と
め
ぼ
れ
　
　
　
　

６
年
　

津
島
　

陽
子

人

の
顔
そ
の
日
の
気
分

す
ぐ
わ
か
る
　
　
　
　
　

６
年
　

田
中
　
　

梓

お
わ
か
れ
会
み
ん
な
で
わ
ら
っ
て
み

お
く
ろ
う

４
年
　

山
本
　

陽
子

ほ
ほ
え
み
は
し
あ
わ
せ

を
よ
ぶ
ま
ほ
う
か
な
　
　
６
年
　

越
田
さ
と
子

☆
大
位
　

は
じ
る
な
よ
自
分
の
顔
は
一
つ
だ
け
　
　
　
　
　

６
年
　

山
本
　

博
国

☆
地
位
　

い
い
か
お
で
い
い
あ
い
さ

つ
を
し

て
み

よ
う
　

５
年
　

高
松
未
由
樹

☆
天
位
　

笑
顔
は
ね
い

つ
も
か
れ
い
な
お
は
な
で
す
　
　
　
６
年
　

田
中
　

良
栄

題
　
「
顔
」

天
位
田
中

良
栄
气

匸

一
八
句

の
中
か
ら
二

十
ゴ
ーの
顔
を
選
び
ま
し

た
。
全
般
的
に
友

達
の
顔

が

多
か

っ
た

よ
う

に
思
い
ま
す
。

川
柳

は
一
行
の
詩
で
す
。
あ
な
た
だ
け
の
小

学
校

の
思

い
出

を
川
柳

と

い
う

詩
に
し

て

み
ま
し

ょ
う
。
そ
し

て
、
自
分

の
川
柳

で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

句
を
作

る
と
き
ど
こ
に

ポ
イ

ン
ト
を
お
く
か
で
、

そ
の
句
が
決

ま
り
ま
す

の
で
気

を

つ
け

て
く
だ
さ
い
。

人
位
　

自
分

の
顔
に
自

信
を
持

つ
こ
と

が
い
い
と
気
が

つ
い
た
山
本
君
、
頑
張
っ
て
ね
。

地
位
　

一
日
の
始
ま
り
は
あ
い
さ

つ
か
ら
だ
と
教
え

て
く
れ
た
高
松

さ
ん
、

あ

り
か

と

天
位
　

笑
顔

を
花

に
表
現
し

た
の
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
花
の
よ
う
に
笑
っ
て
ね
。

テ レホ ンガイ ド
Ｚ　 ＦＥ ＢＫ Ｕ Ａ Ｋ Ｙ

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会　27-2828

27-2077

役　　　 場　27-2111

教育委員会　31 -3200

FAX　31-3201

中央公民館　27-2076

ト レ セ ン　27-3010

ス キ ー 場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

日月 火水木金土
１２３４５６７
８９10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

2・3月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時間 担　　当

2 /20 金 １歳６ヵ月・２歳児健診 中　央　公　民　館 13 : 30福　　祉　　課

22 日 村民スキー大会 村　 ス　牛　一　場 9 :00 体協 スキ ー部

23 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

24 火 知事とのふれあい談義 // 9 :30 企　　画　　課

25 水 陶芸教室 // 9 :00 中 央 公 民 館

３／２ 月 書道教室 // 13 : 30 //

３～６ 火～金 中国語講座 // 18 二30 //

４ 水 陶芸教室 // 9 :00 //

９ 月 書道教室 // 13 : 30 //

ｎ 水 陶芸教室 // 9 :00 //

15 日 若者交流会 青　森　ボ　ウ　ル 12 : 00農 業 委 員 会

児童川柳／行事予定表

第
３
回

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石

气

1

3



戸 籍 の

窓　　　口

人口と世帯数

(12月31日現在)

総人口　3,746人

男　　1,778人

女　　1,968人

世帯数　1,091世帯

12月受付分

お誕生おめでとうございます

擂井　　 心 付 言 二

jCj丶

ご結婚おめでとうござい

（ 木戸　 和也（瀬 辺 地）

松浦　 君子（青 森 市）

（ 川崎　 清彦（広　　 瀬）

滝吉　 澄子（鰺ヶ沢町）

（ 泉谷　 博之（長　　 科）

石岡　千春（蟹 田 町）

すま

おくやみ申し上げます

簗田　 そが（広　　 瀬　81 歳）

稲葉元太郎（高　　 根　87 歳）

八戸良次郎（阿弥陀川　73 歳）

広田　 俊光（長　　 科　76 歳）

森　 コヨ子（阿弥陀川　77 歳）

全
国
的

に
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
が
猛

威
を
振

る
っ
て
い
ま
す
。

風
邪
の
予
防
に
は
、
う
が
い
・
手

洗
い
な
ど
普
段
の
心
掛
け
が
大
切
で

す
。受
験
生
の
皆
さ
ん
、
健
康
に
留
意

し
、
志
望
校
へ
大
ジ
ャ
ン

プ
。
金
メ

ダ
ル
を

つ
か
め
。

１月17日、青森市のサンロード青森で、東青地域の

農林水産物を活用した加工品コンクール「元気なかっ

ちゃの味自慢うで自慢」が開かれました。

コンクールには、東青各市町村の43個人・団体から

地元の味を生かした70点（村から４点）が出品され、

審査の結果、坂本睦子さん（中沢）の「大根のカラフ

ル漬け」が、見事大賞に輝きました。

また、同時に募集したナマコを材料にした料理のア

イデアを競うコンクールには29点（村から３点）の応

募があり訪れた人がナマコの新しい味を試食していま

した。

本村の受賞者（大賞以外）は次のとおりです。

･･・元気なかっちゃの味自慢うで自慢

・優良賞

「’みょうがのピクルス」　　 福士　 とみゑ（郷沢）

「ほや塩辛」　　　　　　　 二唐　美代子（蓬田）

●･・ナマコのアイデア食品展示会

・奨励賞

「‾ナマコなんばん漬け」　　 二唐　美代子（蓬田）

（敬称略）

12月下旬のナマコ漁で、三上行男さん（中沢）

が水揚げした中に、白いナマコ（体長17センチメー

トル、重さ２５０グラム）が、入っていました。

海の主なのか、突然変異なのか。

三上さんは、再び海に帰したそうです。

広報よもぎた

み～つけた／戸籍の窓14

編
集
後
記

み
ー
つ
け
た

1

1

5

「
大
根
の
カ
ラ
フ
ル
漬
け
」
見
事
大
賞
！

元
気
な
か
っ
ち
ゃ
の
味
自
慢
・
う
で
自
慢
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